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1. 肺表面活性物質のアポ蛋 白に対す るモノクローナル抗体の生物学的効果
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ローマ細胞と,PEGを用いて融合させ,HAT培地で選択して後,2回クローニングを行い,15kda蛋白に反応






















分離と性質の解明につとめた｡その結果,38,000ダル トン (以後 38Kd と略す)のペプチドからなる二量体蛋
白質を精製した｡この 38Kd蛋白質は骨格筋アクチンと1:3の結合比で飽和するが,その比が1:12を越える
と 2mM MgC12存在下にゲル化をおこす｡このゲル化は 10mM KClまたは 20mM NaCl存在で完全に阻害
される.一万,38Kd蛋白質とアクチン比が1:1以上になるとアクチン繊維の束形成も見られるようになるが,
この束形成は 20mM KCl存在下でもおこる｡しかし,細胞内の 38Kd蛋白質とアクチン比はおよそ1:5程
皮 (またはそれ以下)であり,この束形成が 38Kd蛋白質の主たる機能とは考え難い｡ところで,K'調節濃度
があまりに低値である点に疑問をもち,M1細胞の分化誘導に伴う細胞内 K+･Na'イオン濃度の変化を検索し
た｡その結果,K+イオン濃度は 139.0±15.6mM から74.6±6.5mM -減少し,Na+は逆に 40.0±9.OmM
から82.0士17.OmM に増加していることがわかった｡さらに興味深いことに,38Kd蛋白質自身の K'･Na+
イオンに対する感受性が分化に伴って低下しており,分化後の細胞から分離された 38Kd蛋白質によるゲル化











3. 正常マウスにおける抗 DNA 抗体産生細胞の発現 と選択









胞である牌B細胞を正常マウスである Cう7BL/6マウス (8過令)より採取 し,LPSで刺激後 IgM 産生-イブ




相対的な avidityを competitiveRIAで測定すると骨髄細胞由来および腺細胞由来-イブリド-マ中の高 avid-
ity抗 DNA 抗体産生-イブリド-マの頻度はそれぞれ2.3%,0.4% と骨髄由来の-イブリド-マで有意に高
かった｡
以上の所見は,抗 DNA 抗体が亜集団に分けられ,正常マウスの生体内では異なる亜集団によって異なる制
御をうけていることを示 している｡すなわち,高 avidity抗 DNA 抗体産生B細胞は排除されるが,他の大部
分の抗 DNA抗体産生B細胞は排除されないO高 avidity抗 DNA抗体は IgG クラスにクラススイッチして抗
原結合部位が減少しても,DNA -の反応性を持ち続けると考えられる｡IgG クラス抗 DNA抗体は病原性と関
係深いとされているが,正常マウスでは高 avidity抗 DNA抗体産生細胞が排除されることにより,IgG クラス
抗 DNA 抗体の産生が抑制されているものと考えられた｡
また,抗 DNA 抗体産生細胞が正常個体の末櫓 リンパ臓器に存在し,抗 DNA抗体が正常血清中に検出され
ることはよく知られているが,今回の我々の結果は,正常マウスでは病原性と関係の深い抗 DNA 抗体産生細
胞が排除され,病原性の低いもののみが発現していることを示唆している｡
4. 慢性呼吸器疾患における Liquid-FiledAlveolography(LFA)の診 断学的意義












近傍に肺胞像の消失 (又は減少)および直径 4-7mm の小嚢胞の集合を高率にみとめた｡剖検肺との対比によ
り小嚢胞の集合は蜂簡肺に一致する所見であると確認された｡本疾患では剖検,開胸肺生検などで広範囲に大き


















5. 間質性肺炎をめ ぐって-特 に病理像を中心 に-
























(3) 13.0.associated with connective tissue
disease*
(4) LocalizedlesionwithI3.0.
















米国の IPF (1976-86)と英国の CFA (1971-80)の基本病型は UIP または DIP であり,エジンバラ
(1972)とデンバー (1986)のグループでは腰原病に伴う例を除いている｡我国での ⅠIP(1981)は原因不明で
基本病型が UIPである症例をさしている｡
間質性肺炎群の中核は IPF,特に UIPを示す病型で難治であるが,肺病理学的にも activecaseを明白にす
る必要がある｡
6. 同種および異種移植 における免疫寛容の導入






invitroの MLR や CTLが必らずLもinvivo全体の反応を反映しないからである｡例えば,異種の組合せ
では余り反応が生じないことである｡PLN法による HVG反応の検定は定量的で移植片拒絶反応をよく反映す
ると思われ,実際に異種の組合せでより大きい反応性があった｡ただ,マウス同志の姫合せでは H-2差異より




BDFl 牌細胞を,異種の場合は F344 ラット牌細胞を 2000R 照射したもの) を投与し,左足虎に原則的に
C57BL/6 の牌細胞を投与した｡ピーク反応を示す6日目の左右の膝宿 )ンパ節重量の比を指標とした｡寛容導
入は生後2ケ月頃に胸腺摘除した hostに108ケの脾細胞を静注し,24時間後にサイクロフォスファマイド(CY)
200mg/kgを腹腔内投与して行なった｡ 本導入法は Chernyakhovskayaら (1980)によってマウスにおける皮
下移植心臓の生着を指標として,同種および異種の姫合せで試みられている｡今回は PLN法を中心に定量的 ･
解析的検討を進めた｡寛容導入2/-4週後に PLN assayした｡






は chimerism によっても確かめられ,GVH 反応も同様に抑制した｡
今後は先づ同種あるいは異種に対する免疫寛容の効率を改善する試みを行ないたい｡
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7.


























































127回 61年2月17日 前脂肪細胞の造血支持能について (東北歯科大)小玉 博明
128回 61年 2月28日 系統碓持のためのマウス肱の凍結保存法 (実中研 ･生殖研究室)横山 峯介
129回 61年3月15日 胸腺細胞の分化について (東京都老研 ･病理)広川 勝星
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宿 :点滴静注における Theophylineの PopulationPharmacokinetics,第6回日本臨床薬理学会 (60.ll.29.
別府).

















高嶋義光,江崎 寛,鈴木堆二郎,武藤 真,長谷光雄 :呼吸器病手術症例の検討,第64回福井県医学会(60.
5.26.武生).
石原享介,片上信之,坂本贋子,李 英徹,岩崎博信,梅田文一,中井 準,石井呂生 :気管支結石症- 気
管支ファイバー下結石摘出後の気管支造影像を中心に- 第 8回日本気管支学会総会 (60･5･30.仙台).
西田 修,作野 忠,中西通泰,小石勇夫,柴田安宅,仁尾真実,橋本 恵,武田保秀 :門脈圧冗進症におけ
る牌動脈塞栓術,第21回京都病院学会 (60･6･16.京都).
仁尾真実,作野 忠,中西通泰,小石勇夫,柴田安宅,西田 修,橋本 恵,武田保秀 :Macroamylase血症
の1例,同上 (60.6.16).













朝倉庄志,藤尾 彰,北野司久 :両側横隔膜挙上症に横隔膜ペースメーカーを挿着した1例,同上 (60.6･29).
藤本憲弘,南部静洋,田中栄作,田口善夫,郡 義明,望月吾郎,種田和清,岩田猛邦,幡生憲人,西沢貞彦,




坂本贋子,片上信之,李 英徹,石原享介,岩崎博信,梅田文一,中井 準,中尾 哲,山本豊城 :巨大な脳
動静脈産を合併した家族歴の有る肺動静脈嬢の一例,同上 (60.6.29).
石原享介,片上信之,坂本贋子,李 英徹,岩崎博信,梅田文一,中井 準,岡田行功,白根博文 :診断的気
腹により術前横隔膜小孔の存在を知り得た月経随伴性気胸の1例,同上 (60.6.29).
藤村直樹,白川太郎,高田範男,加藤幹夫,日置辰一郎 :心嚢気腫を伴った自然気胸の1症例,同上 (60.6.
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29).
石原享介,片上信之,坂本贋子,李 英徹,岩崎博信,梅田文一,中井 準,中島吉彦,太田仁八,浅香隆久,
石井昌生 :酸素濃縮器による在宅酸素療法の検討 (第一報),同上 (60.6.29).
望月吉郎,南部静洋,田中栄作,藤本意弘,田口善夫,郡 義明,種田和清,岩田猛邦,上田善道,小橋陽一
郎,市島国雄 :肺炎後,多発性嚢胞が縮少していったレクリング･-ウゼン氏病の1例,同上 (60.6.29).
李 英徹,片上信之,坂本贋子,石原享介,岩崎博信,梅田文一,中井 準 :大酒家にみられた嫌気性膿胸の
3例,同上 (60.6.29).
中西通泰,鈴木康弘,武藤 真,船津武志 :気管支軟骨の欠損を伴う先天性気管支拡張症の1例,同上 (60.6.
29).
郡 義明,南部静洋,田中栄作,藤本意弘,田口善夫,望月吉邸,種田和清,岩田猛邦,上田善道,小橋陽一
郎,市島国雄 :胸部レ線上びまん性散布状粒状影を呈した肺サルコイ ドー シスの1例,同上 (60.6.29).
石田 直,桐谷良一,久世文事,田村康一,鈴木康弘 :気管支線毛の運動を認めず電顕にて微細構造に欠損を
みたカルタゲナ-症候群の1例,同上 (60.6.29).
大西光英,幸 茂男,芝切-辛,中島秀行,宮本 武,中尾 哲,山本豊城,坂本虞子,中井 準,汲多 信,
松村康正,福田照男,赤土みゆき,井上祐一,行野善康,大畑建治 :Rendu-Osler-Weberdiseaseと思われる症




岡本 豊,田中健一 :モルモット鼻腔内粘膜の組織構造について,第24回日本鼻科学会 (60.10.5.秋田).
片上信之,坂本虞子,李 英徹,岩崎博信,梅田文一,中井 準,幸 茂男 :啄血を主訴として緊急入院した
患者に対する気管支動脈塞栓術の止血効果,第13回日本救急医学会総会 (60.10.16).




坂本邦彦,清田隆二,伊藤一別,松崎 勉,内園明裕,上野且義,大山 勝,川合 満,加藤元一,中神和清,
周東 寛,溝井-敬 :気道粘液線毛機能と干渉低周波,第37回日本気管食道科学会総会 (60.ll.9.福岡).
岩崎博信,片上信之,坂本康子,李 英徹,石原享介,梅田文一,中井 準 :運動負荷からみた間質性肺炎の
ステロイド療法効果に関する検討,第56回日本結核病学会,第26回日本胸部疾患学会合同近畿地方会 (60.ll.16.
京都).





郎,市島国雄 :移動する PIE症候群様の陰影と両側胸水を呈した BOOP(Bronchiolitisobliteransorganizing
pneumania)の1例,同上 (60.ll.16).
西尾理英,李 英徹,片上信之,坂本虞子,石原享介,岩崎博信,梅田文一,中井 準,白根博文,内田博也








片上信之,坂本庶子,李 英徹,石原享介,岩崎博信,梅田文一,中井 準 :新派波型フィンガーオキシメー
ター ･MinoltaMarquestSM･32の使用経験,同上 (60.ll.16).
南部静洋,西田 篤,田中栄作,藤本憲弘,田口善夫,郡 義明,望月吉郎,種田和清,岩田猛邦,野村信介,
赤坂清司,上田善道,小幡陽一郎,市島国雄 :DPBと鑑別を要した ATLの肺浸潤の1例,同上 (60.ll.16).
江崎 寛,武藤 真,長谷光雄,高嶋義光,大野暢宏 :両側同時開胸術による巨大ブラの治療経験,第32回日
本結核病学会,第21回日本胸部疾患学会,第6回日本気管支学会合同北陸地方会 (60.ll.17.福井).
高嶋義光,江崎 寛,武藤 頁,長谷光雄,大野暢宏 :肺分画症について,同上 (60.ll.17).
長谷光雄,江崎 寛,武藤 貢,高嶋義光,大野暢宏 :気管支動脈塞栓術が有用であった2例,同上 (60.ll.
17).
武藤 真,江崎 寛,長谷光雄,高嶋義光,大野暢宏,高田伸弘 :肺犬糸状虫症の一例,同上 (60.ll.17).






李 英徹,中井 準,内平文章,小田芳郎,種田和清,岩田猛邦 :副腎皮質ステロイド薬治療に伴い発症した肺
結核症の臨床的検討,結核,60(8):421-428,1985.
倉揮卓也,川合 満,久世文幸 :最近の気管気管支結核症,TharapeuticResearch,3:45-50,1985.
西村千波,角田沖介,李 英徹,中井 準,西内 素,立道 清,庄村東洋 :肺塞栓症後に発症した M･inト
racelulare症の1例,結核,60(5):319-324,1985.
久世文章 :非定型抗酸菌症 (総説),呼吸 :4(ll):1298-1318,1985･
久世文章 :覇腺結核の治療,外科診療 Questious& Answers第10号 :358-359,1985.
池田宣昭,李 啓充 :1.試験管内抗菌力に影響する諸因子の検討 〔第60回結核病学会総会シンポジウム,ビラ




久世文事 :非定型抗酸菌症,結核 (泉孝英編 ･分担執筆)223-232,医学書院,1985.
岩田猛邦 :肺結核 :薬剤投与中に必要な臨床検査と検査回数,結核 (分担執筆),113-115,医学書院,1985･
中井 準 :肺結核の治療上問題となる合併症- 慢性関節リウマチ,結核 (分担執筆)154-156,医学書院,
1985.
岩田猛邦,田口善夫 :開胸生検を要した肺結核例,結核 (分担執筆)238-241,医学書院,1985.
中井 準 :非定型的な胸部X線所見を示した肺結核,結核 (分担執筆)242-243,医学書院,1985.
西山秀樹,武藤 真,前川暢夫 :両肺野の多発性結節状陰影を呈した症例,結核 (分担執筆)244-246,医学
書院,1985.
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2. 腫 蕩
倉揮卓也,村山尚子,西山秀樹,久世文事,渡辺 智,樋口加代子,竹田俊男,中島道郎 :肺 Pseudolymp-
phomaの1例と本邦報告例の検討,京大胸部研紀要,18(ll,2号):60-72,1985.








































昭和61.3 - 19 -
4. 気管支鳴息 ･アレルギー疾患
高橋昭三,前川暢夫,川合 満,他51名 :針受容体刺戟性気管支拡張薬 Formoterolの気管支嘱息に対する薬
効検討- 全国30施設共同による二重盲検比較試験,頓用試験,その1- ,Clin･Eval･,12:647-670,1984.
高橋昭三,前川暢夫,川合 満,他57名 :β-受容体刺戟性気管支拡張薬 ForlnOterOlの気管支嘱息に対する薬
効検討 その2- ,Clin･Eval･,12:67ト695,1984.
信太隆夫,川合 溝,他62名 :β-受容体刺戟性気管支拡張薬 Formotenolの気管支嘱息に対する薬効検討-
全国37施設共同による二重盲検比較試験,連用試験- ,Clin,Eva1.,12:677-727,1984.
川上保雄,宮本昭正,岸本 進,他 8名 (治療参加,前川暢夫,川合 溝):気管支嘱息患者に対するマブテ
ロール (Mabuterol)錠の連続投与による臨床的検討,臨床と研究,61(12):403714048,1984.
















川合 蒲,千熊正彦 :ステロイド薬- niTL.]J息の治療- ,現代医療,17(12):2267-2276,1985.
川合 満,千熊正彦 :ステロイド薬- COLD の治療- ,現代医療,17(4):751-758,1985.
(最近の薬物療法- 感染症 ･COLD- ,103-121,現代医療,1985にも転載)
川合 活 :気管支ぜんそく亡Ⅰ〕,健,13(10):54-57,1985.
川合 満 :気管支ぜんそく〔Ⅱ〕,健,13(12):51-55,1985.
川合 満 :気管支ぜんそく 〔Ⅲ〕,健,14(2):51-55,1985.
川合 満 :気管支lT品邑- 私の治療指針- ,アレルギーの臨床,5(7):562-563,1985.
川合 満 ･加藤元一 :嘱息死の予防- 突然死の対策 ･内科- ,アレルギ-の臨床,5(ll):891-895,1985.
川合 満 :気管支嘱息の分類について (アレルギーQ&A),アレルギーの臨床,5(ll):932-933,1985.




川上保雄,池井泰雄,滝島 任,小林節雄,川合 蒲,前川暢夫,他21名 :慢性閉塞性肺疾患に対するマブテ
ロール (Mabuterol)の長期連用試験,臨床成人病,15(2):24ト253,1985.
川上保雄,無江季次,滝島 任,前川暢夫,川合 満,他95名 :気管支嘱息に対するマブテロール (Mabute-
rol)の薬効検討- 多施設共同による二重盲検比較試験 (頓用試験)- ,臨床成人病,15(6):807-816,1985.
信太隆夫,滝畠 任,高橋昭三,前川暢夫,川合 満,他96名 :気管支嘱息に対するマブテロール (Mabute-
rol)の臨床効果- サルブタモールを対照とした二重盲検連用試験- ,臨床成人病,15(7):943-953,1985.
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信太隆夫,川上保雄,前川暢夫,川合 満,他46名(含参加施設):KC-404の成人気管支噛息に対する臨床的
検討一 多施設 OpenTrialによる評価- ,基礎と臨床,19(13):6243-6259,1985.
信太隆夫,川上保雄,前川暢夫,川合 満,他44名 :KC404の成人気管支噛息に対する臨床効果- 封筒法
による用量試験- ,基礎と臨床,19(13):6261-6276,1985.
川合 満,倉沢卓也,桐谷長一,岩田猛邦,江部康二,前川暢夫 :気管支嘱息の3症例,現代の漢方治療 (熊
谷朗 監修,分担執筆)160-163,東洋学術出版社,1985.








5. 心 身 医 学
HiroomiKawano:QualityoflifeincancerPatientsinJAPAN,QualityofLifeinCancerPatients,p･23-












河野博臣,飯尾正宏 :特集 ･21世紀の医療 画像診断,MedicalNewsNo･283,1-8,1985.
河野博臣,樋口和彦 :特集 ･21世紀の医療ニューサイエンス,MedicalNews,No.284,1-8,1985･
河野博臣,風祭 元 :特集 ･21世紀の医療,うつ病- 21世紀の疾病モデル- ,MedicalNews,No･285,
1-8,1985.
6. そ の 他
川上義和,川合 満,岸不義滴,木村謙太郎,北村 諭,福地義之助 :慢性閉塞性肺疾患における気道閉塞の
管理と予後 (座談会),呼吸,4(3):242-260,1985.
石原享介,片山信之,坂本贋子,李 英徹,岩崎博信,梅田文一,中井 準,西村千波,太田仁八,浅香隆久,
石井昌生 :膜型酸素濃縮器 (マイルドサンソ TC-40)による在宅酸素療法の臨床的検討,薬理と治療,13(3):
1909-1917,1985.
坂本邦彦,清田隆二,伊東一別,松崎 勉,内薗明裕,上野貞義,大山 勝,川合 溝,加藤元一,中神和清,
周東 寛,清井-敬 :気道粘液繊毛機能と干渉低周波,TherapeuticResearch,3(1):96-101,1985･
石原享介,片上信之,坂本康子,李 英徹,岩崎博信,梅田文一,中井 準 :気管支結石症,気管支鏡診断と
治療,気管支学,7(1):62-70,1985.
石原享介,岩崎博信,片上信之,坂本贋子,李 英徹,梅田文一,中井 準 :びまん性汎細気管支炎,慢性肺
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気腫の気道抵抗およびその不均等換気の特異性について,呼吸と循環,32(6):627-632,1984.




前川暢夫 :呼吸器疾患- 現代医学の立場- ,現代の漢方治療(熊谷朗 鼠 分担執筆),10-ll,東洋学術
出版社,1985.












川合 満,千熊正彦 :Mucoregulatorと Mucolubricant,FARUMASHA,21(2):139-143,1985.
〔研究会 ･講演会〕
1. 結核 ･非定型抗酸菌症
中井 準 :抗酸菌感染症の臨床と検査,兵庫県臨床衛生検査技師会第8回合同研究会 (60.3.3).
倉沢卓也,川合 満,久世文幸 :最近の気管 ･気管支結核,第4回気道分泌研究会 (60.3.30.鹿児島).
久世文事 :マウス実験結核症における肺洗確細胞の経時的観察,第54回実験結核研究会 (60.4.6.名古屋).
久世文事,斉藤 肇,楠 伸治,浅野健治 :ナイアシンテスト･アニリン法と各種ペーパー法の比較検討,節
8回臨床抗酸菌談話会 (60.4.6.名古屋).
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坂本庶子,片上信之,李 英徹,石原享介,岩崎博信,梅田文一, 中井 準 :肺小細胞癌に対する CONp-
CONP療法と CONp-VAD 療法の治療成練,第33回兵庫県肺癌懇話会 (60.ll.20).
西内 素,橋平 誠,庄村東洋,梅田文一,中井 準 :胸骨正中切開による肺癌手術の経験,同上(60.ll.20).













川合 満 :気管支嘱息の治療方針,長田区医師会学術集談会 (60.1.24.神戸).
川合 満 :アレルギー性疾患,特に気管支瑞息を中心として,和歌山市医師会 (60.2.16.和歌山).
川合 満 :気管支嘱息及び鼻アレルギーの治療- 最近の進歩,枚方医師会 (60.3.14.大阪).
田中健一,岡本 豊,丸井昭吾,張 寛正,杉山正夫,中井義明 :TDI による鼻アレルギーモデル鼻粘膜に
観察された好塩基性細胞の形態に関する若干の知見,第3回日本耳鼻咽喉科免疫アレルギー研究会(60.3.19.東
戻).
川合 満 :気管支嘱息患者の日常管理,第12回京滋臨床アレルギー懇話会 (60.4.6.京都).
川合 満 :気管支嘱息とアレルギー性鼻炎の最近の診断と治療,西京医師会 (60.4.14.京都).
川合 満 :気管支嘱息の病態と治療,北京首都病院 (60.4.28.北京).
川合 満 :気管支嘱息の中 ･西結合的治療について,上海中医学院 (60.4.30.上海).
山田栄一 :嘱息治療と気道過敏性の変化,神戸アレルギー研究会 (60.1.6.神戸).
川合 満 :気管支嘱息の病型に応じた治療法について,金沢市医師会 (60.6.26.金沢).
川合 満 :β刺戟薬 ･研究開発の進歩,気管支嘱息薬物療法研究会 (60.7.13.京都).
川合 満 :気管支嘱息治療の留意点,浜松市医師会 (60.9.7.浜松).
川合 満 :気管支嘱息の病型に応 じた治療法について,新潟市医師会 (60.9.ll.新潟).
川合 満 :気管支嘱息の治療指針,松山胸部疾患懇話会 (60.9.14.松山).
川合 満 :アレルギー性肺疾患の病態と治療,宝塚市内科小児科医会 (60.9.21.宝塚).
川合 満 :気管支嘱息の治療,釧路市医師会 (60.10.17.釧路).
川合 満 :気管支嘱息の治療一 病型別,重症度別の治療方針- ,北九州市医師会 (60.ll.21.小倉).
川合 溝 :気管支嘱息患者の治療指針と日常管理,八戸市医師会 (60.ll.28.八戸).
白川太郎,藤村直樹,日下幸則,後藤 桐 :超硬合金嘱息のアレルギー学的検討,第 3回臨床アレルギ-研究
会 (60.ll.30.大阪).
川合 満 :気管支嘱息の診断と治療,綴喜医師会 (60.12.17.京都).



















井上 トク子,中西通泰,三浦昭代 :告知する側に要求されること,第9回死の臨床研究会 (60.12.7.京都).
南ゆかり,中西通泰,三浦昭代 :病名告知に関する一考察,同上 (60.12.7.京都).
河野博臣 座長 :ワークショップ :病名告知をめぐる問題,同上 (60.12.8).
6. そ の 他
川合 満 :気道閉塞性肺疾患の薬物療法,兵庫県病院薬剤師会神戸支部学術講演会 (60.1.24.神戸).
桐谷良一 :Liquid-filedAIveolography(LFA)の診断的意識,第22回京阪神呼吸器疾患談話会 (60.2.9.大
阪).





坂本邦彦,清田隆二,大山 勝,川合 溝,加藤元一,溝井-政,他 :気道粘液繊毛機能と干渉低周波,第4
回気道分泌研究会 (60.3.30.鹿児島).
川合 満 :COPD と酸素療法,京大老年科セミナー,(60.5.15.京都).
川合 満 :閉塞性肺疾患の薬物療法,姫路小児科医会 (60.5･18.姫路).
川合 満 :閉塞性肺疾患の薬物療法,京都府病院薬剤師会学術講演会 (60.5.25.京都).
久世文事 :胸部疾患の変遷 (芝蘭会大阪府支部会講演,60.6･7.大阪).
石原享介,片上信之,坂本贋子,李 英徹,岩崎博信,梅田文一,中井 準 :びまん性汎細気管支炎 (DPB)
の臨床的検討,第4回阪神呼吸器勉強会 (60.6･8).
白川太郎,藤村直樹,高田範男,加藤幹男,日置辰一郎 :啄疾細胞診陽性にもかかわらず,原発巣の発見不能





長谷川幹,城 泰子,片上信之,坂本麗子,李 英徹,石原享介,岩崎博信,梅田文一,中井 準,永井謙一
悪性 リンパ腫治療中に出現したびまん性肺疾患の1例,同上 (6∩･7･13.大阪).
川添隆司,白川太郎,藤村直樹,高田範男,加藤幹夫,日置辰一郎,北市正則,泉 孝英,土井俊夫,末広文
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彦 :啄血と高熱及び呼吸困難を主訴とし,ぴまん性肺陰影を呈した-症例,第30回びまん性肺疾患研究会 (60.
10.12).










敬,労作時呼吸困難を主訴とし,胸部 Ⅹ-P 上びまん性陰影を呈した1例,第31回びまん性肺疾患研究会 (60.
12.14.大阪).
京大胸部研内科 Ⅰ 合同研究発表会 (第1回) (60.12.21.京都)
黒田直明,坂東憲司 (大阪府済生会中津病院 呼吸器科):気管支結石症の臨床的検討
石原享介,片上信之,坂本贋子,李 英徹,岩崎博信,梅田文一,中井 準 (神戸市立中央市民病院 呼吸器
内科):気管支結石症の気管支鏡診断と治療
鈴木雄二郎 (和歌山赤十字病院 呼吸器科):止血困難であった大量啄血の2症例
白川太郎 (高槻赤十字病院 呼吸器科):気道過敏性と嘱息- 職業性嘱息をモデルに-
山田栄一 (神鋼病院 内科):気管支嶋息の気道過敏性
桜井信男 (京大胸部研 内科 1):実験的非定型抗酸菌症に関する研究
李 啓充 (京大胸部研 内科 1):胸,腹水中の形質転換増殖因子 (TGF)に関する検討





足立嘉之,松本鉄也,山鳥英世,森 一滴,池田宣昭 (国立療養所南京都病院):Mycobacterium chelonei症
の1例
中尾雅春,角田沖介 (神戸逓信病院 内科),松村武男 (神戸大学医動物):オウム病の二家族内発生例の検討
と野生の鳩におけるオウム病クラミジア抗体の保有率について
田口善男,岩田猛邦,種田和清,望月吾郎,郡 義明,藤本意弘,南部静洋 (天理よろづ相談所病院 呼吸器
内科),高橋 浩,相原経典 (同臨床病理部),福本 晃 (大阪逓信病院 検査科):Legionelabozemani によ
る激症肺炎の一例
武藤 真,大野暢宏,江崎 寛,長谷光雄,高嶋義光 (福井赤十字病院 呼吸器科):肺犬糸状虫症の1例
坂本康子,片上信之,李 英徹,石原享介,岩崎博信,梅田文一,中井 準 (神戸市立中央市民病院 呼吸器
内科):肺小細胞癌の化学療法- CONp-CONP,CONp-VAD の randomizedcontrolstudyを中心に-
牛田仲- (国立姫路病院 内科):Co-enzymeQIO及び α一tOCOPherolによる放射線肺炎の予防効果- 臨床
的検討- (間質性肺炎に対する radical scavengerの応用ついての文献的考察)
南部静洋 (天理よろず相談所病院 呼吸器内科):DPB と鑑別を要した ATLの肺浸潤の1例









内 科 学 第 二 部 門
〔著書 ･分担執筆〕
泉 孝英編集 :｢結核｣医学書院.東京,1985.
分担執筆 ト8結核の血清反応 I-9BCG p･29-33,Ⅲ-2肺結核の治療 p･99-102(泉 孝英),Ⅲ-3,
2,B 空洞と空洞様陰影を示す他疾患との鑑別 p.129-136(木野稔也),Ⅲ-1結核性胸膜炎 p･171-175(節
原順一),Ⅵ-2不明熱により入院,BHL が認められ,サルコイ ドー シス,悪性 リンパ腫が疑われたリンパ節結
核 p.237-238,12.消長する咳,疾,哨息,微熱を主訴として半年余確診されなかった左主気管支結核例 p･




泉 孝英 :Lecture23 肺の防御 ･免疫機能 (5),感染因子と肺の反応 (1),Lecture24 肺の防衡 ･免疫機
鰭 (6),感染因子と肺の反応 (2),Lecture25 肺の防御 ･免疫機能 (7),感染因子と肺の反応 (3),本間日臣
編 呼吸器病学,第 2版 p･288-299,p.300-313,p･314-327,医学書院,1985.








泉 孝英,長井苑子 :特集 ｢肺臓炎と肺線維症｣気管支肺胞洗浄液所見と肺臓炎.内科,55(4):619-624,
1985.
泉 孝英 :特集 ｢免疫からみた疾患｣免疫学的機序による呼吸器疾患.クリニカ 12(4):329-336,1985.
泉 孝英,長井苑子,竹内 実 :講座 ｢免疫実験操作法｣ リンパ球サブセットの分画法-末梢血および気管支
肺胞洗浄液からの分離方法-.呼吸,4(7).'803-807,1985.
泉 孝英,藤村直樹,北市正則,節原順一,長井苑子,西村浩一,竹内 実 :特集 ｢アレルギー性肺疾患 (肺
と免疫をめぐって)｣慢性ベリリウム肺,肺と心,32(3):203-211,1985.
泉 孝英:｢臨床医のための新しい病気 見直された病気｣肺線維症 (特発性間質性肺炎).臨床医,ll(堰):
1587～1588,1985.
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泉 孝英,長井苑子 :今月の臨床免疫 ｢過敏性肺臓炎｣過敏性肺臓炎における気管支肺胞洗浄液所見. Medi･
callmmunology,10(4):489-495,1985.
泉 孝英,松井祐佐公 :呼吸器ウイルス感染症.医薬ジャ-ナル,21(12):2417-2421,1985.
泉 孝英,長井苑子 :特集 ｢免疫不全｣サルコイドー シスにおける免疫不全.医学のあゆみ,135(9):805-
810,1985.
泉 孝英,長井苑子,竹内 実,北市正則,藤村直樹,平田健雄,田村 久,沢野哲重,橋本圭司,三尾直士 :
特集 ｢肺と気管支- トピックと診療の進歩-｣間質性肺疾患における BALF細胞サブセット測定の臨床的意義.
診断と治療,73(12):2502-2506,1985.





木野稔也,福田康二,古江増裕,前原順一,泉 孝英,大島駿作 :気管支造影剤 (水性デイオノジール⑪)の
肺胞および気管支内貯留によって生じ,同時に真菌に対する IgE 抗体と沈降抗体が検出された嘱息性肺好酸球
増多症の1例.日胸疾会誌,23(7):829-836,1985.




松井祐佐公,大島駿作,門 政男,中山昌彦,下方 薫,酒井秀造,伊藤文娘,智片英治,原 耕平,神田哲
郎,志摩 清,岳中耐夫,外聞政哲,源河圭一郎 :原発性肺癌に対する経口 VP-16(Etoposide)の phaseII
study･癌と化学療法,12(9):1801-1807,1985.













皮,野間恵之,藤堂義郎,伊藤 剛,金岡正樹,古田陸広,浅本 仁,西田寿男,烏塚莞爾 :特集 ｢間質性肺病
変のⅩ線診断と臨床｣間質性肺病変の CT像.画像診断,16(1):6-14,1986.
神奈木玲児,福士泰夫,繁田勝美,平岩 望,福田善弘,井村裕夫,稲本 俊,児玉 宏,門 政男,大島駿
作,吉田凱宣,遠藤治郎,箱守仙一郎 :肺腺癌の糖鎖性腫療マーカーとしてのシアリル Ⅹi(シアリル SSEA-1)
抗原.医学のあゆみ,136(5):381-382,1986.
寺松 孝,大島駿作,木野稔也,松井祐佐公,門 政男他31名 :急性上気道炎に対するEmorfazoneの臨床評
価-Ibuprofenとの二重盲検比較試験-.臨床と研究,62(10):3347-3359,1985.




繁夫,泉 孝英,西村浩一,波田朝夫 :慢性閉塞性肺疾患における塩酸 トリメトキリー ル (ベベロン@)の臨床
的有用性について.診療と新薬,22(9):2215-2221,1985.
小泉 溝,遠藤啓吾,中島言子,阪原晴海,中島鉄夫,太田仁八,河村泰孝,松井祐佐公,烏壕莞爾 :Neuron








泉 孝英,長井苑子,藤村直樹,北市正則 ,木野稔也,大島駿作 :自覚症状によって発見されたサルコイドー
シス77例の5年後の所見について.サルコイド-ジス研究会誌,4:69-70,1985.














北市正則,門 政男,泉 孝英,大島駿作 :肺胞マクロファージに及ぼす喫煙の影響に関する研究,びまん性
肺疾患と肺胞マクロファージ.昭和59年度喫煙と健康に関する委託研究報告概要,p･328-344.
橋本圭司,長井苑子,泉 孝英,北市正則,藤村直樹,竹内 実,黍 焚燈,大島駿作,沢野暫重 :サルコイ
ド-ジスにおける臨床病期と BAL )ンパ球所見の対比検討.サルコイド-ジス研究会誌,4:75-76,1984.
長井苑子,泉 孝英,竹内 実,北市正則,大島駿作,橋本圭司,沢野哲重 :サルコイド-ジスにおけるBALF
リンパ球の IL-2に対する反応性について.サルコイド-ジス研究会誌,4:3ト32,1984.
長井苑子,泉 孝英 :特別報告-ボルチモア国際会議より- 1.肉芽腫形成殖織化について.サルコイド-
ジス研究会誌,4:17-18,1984.
三上理一郎,細田 裕,山本正彦,泉 孝英,信友浩一 :肺サルコイド-ジス国際治療委員会報告.サルコイ
ド-ジス研究会誌,4:19-20,1984.
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た各種腰原病に伴う間質性肺炎の比較検討.第82回日本内科学会講演会 (60.4.5).
泉 孝英 :特別講演 ｢類上皮細胞肉芽腫形成性肺疾患の病態生理｣.第60回日本結核病学会総会 (60.4.8).
















泉 孝英,長井苑子,大島駿作 :サルコイド-ジス中年女子発症例の予後について.第5回サルコイドー シス
研究会総会 (60.ll.9).
泉 孝英 :サルコイド-ジス患者における喫煙状況.第5回サルコイドー シス研究会総会 (60.ll.9).
泉 孝英 :シンポジウム ｢SeronegatlVeSpOndyloarthrltlSの基礎と臨床｣サルコイ ドー シス.主催 リウマチセ
ンター間連絡会 (60.ll.23).
泉 孝英 :特別講演 ｢屡原病における肺病変｣.第24回京大臨床免疫同好会 (61.1.25).
泉 孝英 :サルコイドー シス病因-の疫学的接近.コメント 厚生省難病の疫学粧ワークショップ (61.2.28).
木野稔也,三尾直士,西村浩一,富江増裕,節原順一,松井祐佐公,泉 孝英,大島駿作,今井弘行 :原因不
明の PIE症候群における臨床的アレルギー学的研究.第25回日本胸部疾患学会総会 (60.4.10).










門 政男,西村浩一,大島駿作, 田村康一,杉本幾久雄 :気管支内異物の3症例.第26回近畿気管支懇誌会
(60.ll.8).









稔也,泉 孝英,大島駿作 :肺癌患者の腫癌マーカーとしての CEA,TA-4,NSE,CA-19-9,TPA の臨床的有
用性について.第26回日本肺癌学会総会 (60.ll.6).








北市正則 :シンポジウム ｢マクロファージをめぐって｣肺胞マクロファージの形態学.第 1回肺と免疫研究会
(60.8.3).
北市正則,古江増裕,西村浩一,長井苑子,泉 孝英,大島駿作,鈴木康弘,桜井信男,光岡明男,藤本巌次,
後藤幸一,滝沢茂男,塙 充弘,上田英之助 :DPB と気管支拡張症を含む気道病変症例の末栴気道病変の病理
組織学的検討.第31回閉塞性肺疾患研究会 (60.8.ll).




北市正則,泉 孝英 :開胸肺生検199例中に認められた11例の bronchiolitisobliteransorganizingpneumonia
(石OOP)について.第27回FLDシンポジウム (61.3.8).















橋本圭司,泉 孝英,長井苑子,北市正則,竹内 実,三尾直士,大島駿作,田村 久,沢野哲重 :サルコイ
ドー シスにおける臨床病期と BALF リンパ球所見の対比検討.第25回日本胸部疾患学会総会 (60.4.ll)･
佐々木義行,木野稔也,古江増裕,三尾直士,泉 孝英,大島駿作 :嘱息患者におけるコナヒョ､ウヒダニの主
要感作抗原分画の研究-Westernbloting法を用いて.第25回日本胸部疾患学会総会 (60.4.10).
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D･C･).
茄原順一,松井祐佐公,安場広高,古江増裕,門 政男,木野稔也,泉 孝英,大島駿作,池田貞雄 :原発性
肺クリプトコッカス症の成立機序におけるⅣ型アレルギーの関与について.第25回日本胸部疾患学会総会(60･4･
10).

























長井苑子,三尾直士,西村浩一,古江増裕,北市正則,門 政男,泉 孝英,大島駿作,田村康一 :リウマチ
性間質性肺炎を疑われ入院したがパルス療法に反応せず4ケ月の急性経過で死亡した IPF(idiopathicpulmonary
fibrosis)の一例.第55回日本結核病学会第25回日本胸部疾患学会近畿地方会 (60.6.29).
長井苑子,泉 孝英,門 政男,北市正則,西村浩一,古江増裕,三尾直司,大島駿作,田村康一 :有機塗装
業者にみられた IPE の1例.第5回京都呼吸器疾患シンポジウム (60.7.20).
長井苑子 :シンポジウム ｢BALをめぐって｣肺胞マクロファージの Immunoregulatory function に関する
検討.第26回FLDシンポジウム (60.9.14).
長井苑子,泉 孝英,竹内 実,三尾直士,北市正則,大島駿作,前田道之,橋本圭司 :サルコイドー シス症
例における BALF細胞の IL-1,IL12産生能に関する検討.第35回アレルギー学会総会 (60.9.28).
長井苑子,泉 孝英,竹内 実,大島駿作 :サルコイ ドー シス症例における Ⅰし 1,Ⅰし2産生状況に関する検









ん性肺疾患のⅩ線 CT,Review 像による検討.第25回日本胸部疾患学会総会 (60.4.9).
西村浩一,三尾直士,古江増裕,弗原順一,門 政男,泉 孝英,大島駿作,田中龍蔵,曽我部康之,浜川純
一,村田喜代史,伊藤春海 :FujiComputedRadiographyおよびX線 CT･Review像を使用 した SAB像の検
討.第 8回日本気管支学会総会 (60.5.30).
西村浩一,長井苑子,前原順一,北市正則,松井祐佐公,門 政男,木野稔也,泉 孝英,大島駿借 李 民
実,光岡明夫,伊藤春海,東 義人,川村毒人,今井弘行,吉井正雄 :D.0.E.とびまん性斑状影で発症 し自然
軽快 したびまん性間質性肺炎の 1例.第25回日本胸部疾患学会近畿地方会 (60.6.29).
西村浩一,北市正則,松井祐佐公,門 政男,木野稔也,泉 孝英,大島駿作,伊藤春海 :両側好酸球性胸膜
炎を伴いびまん性汎細気管支炎の病像を示 した1例.第25回日本胸部疾患学会近畿地方会 (60.6.29).
西村浩一,北市正則,門 政男,泉 孝英,大島駿作,今井弘行 :リンパ節気管支内穿孔による気管支結核の
1例.第25回近畿気管支鏡懇話会 (60.7.5).
西村浩一,古江増裕,長井苑子,北市正則,木野稔也,泉 孝英,大島駿作,伊藤春海 :CT 所見と剖検肺所
見が対比出来た DPB の 1例.第 3回びまん性汎細気管支炎をめぐる研究会 (60.7.6).
西村浩一,古江増裕,三尾直士,長井苑子,前原順一,北市正則,松井祐佐公,門 政男,木野稔也,泉 孝
英,大島駿作,鈴木康弘,伊藤春海 :びまん性汎細気管支炎と考えられた 1剖検例.第 5回京都呼吸器疾患シン
ポジウム (60.7.20).
西村浩一,古江増裕,長井苑子,北市正則,木野稔也,泉 孝英,大島駿作,村田喜代史,伊藤春海 :DPB
の胸部 CT 所見と剖検肺所見の対比.第31回閉塞性肺疾患研究会 (60.8.10).
西村浩一,長井苑子,前原順一,北市正則,松井祐佐公,門 政男,木野稔也,泉 孝英,大島駿作,村田喜
代史,伊藤春海 :類上皮細胞肉芽腫病変形成性肺疾患のⅩ線 CT･Review 像による検討.第26回FLDシンポ
ジウム (60.9.14).
竹内 実,泉 孝英,西村浩一,長井苑子,大島駿作,沢野哲重,橋本圭司 :びまん性汎細気管支炎症例にお
ける未栴血単核細胞の naturalkiler活性に関する検討.第25回日本胸部疾患学会総会 (60.4.ll).
竹内 実,泉 孝英,長井苑子,三尾直士,大島駿作,橋本圭司,沢野哲重 :Flow cytometry(OrthoSpect-
rum Ⅲ)による BALFマクロファージ subsetと末栴血 monocytesubsetの比較検討.第35回日本アレルギー
学会総会 (60.9.28).
竹内 実,松井祐佐公,長井苑子,佐々木義行,前原順一,泉 孝英,大島駿作 :肺癌症例における末梢血
NK 細胞活性と Leu-7+細胞%,Leu-ll+細胞%に関する検討.第26回日本肺癌学会総会 (60.11･5).
佐竹範夫,前原順一,福田康二,西村浩一,長井苑子,北市正則,松井祐佐公,門 政男,木野稔也,泉 孝
英,大島駿作,三宅正幸,光岡明夫,落合良彦 :抗生剤不応性の移動性浸潤像を呈 した bronchiolitisobliterans
organizingpneumonia(BOOP)の 1例.第56回日本結核病学会第26回日本胸部疾患学会近畿地方会 (60･11･26).
佐竹範夫,井原順一,朝枝哲也,楳原利恵子,田中 茂,福田康二,西村浩一,長井苑子,北市正則,松井祐






窒素ガスを用いたポジトロン CT による新 しい局所換気機能検査法.第25回日本胸部疾患学会総会 (60.4.9).
村田喜代史,伊藤春海,千田道雄,藤堂義郎,米倉義晴,烏塚莞繭,西村浩一,泉 孝英,大島駿作 :閉塞畦
肺疾患における換気障害の三次元的評価1 13W 2 を用いたポジトロン CT による検討.第25回日本胸部疾患学会
総会 (60.4.9).
梅技愛郎,中沢次夫,小林節雄,木野稔也 , 泉 孝英,他 :わが国における PIE 症候群の現況 (第 3報)
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ABPA について.第25回日本胸部疾患学会総会 (40.4.10).
吉田凱宣,遠藤治郎,稲本 俊,児玉 宏,樋口佳代子,竹田俊男,門 政男,大島駿作,繁田勝美,浜窪隆
雄,福士泰夫,神奈木玲児,箱守仙一郎 :ヒト肺腫および乳癌における糖鎖性 SSEA-1抗原群.第44回日本癌
学会総会 (60.10.29).
森岡淳夫,木野呂也,原みどり,西村 光,長尾 光,中山 康,弘田雄三,北浦 泰,久保新一郎,河村慧
四郎,泉 孝英,米倉義暗 :心サルコイドー シスの1例.日本循環器学会第59回近畿地方会 (60.7.6).




carbon,silicaおよび Bordetelapertusisの adjuvant効果の検討.第15回日本免疫学会総会 (60.12.5).
田村康一,光岡明夫,瀧 俊彦,和田洋己,伊藤元彦,人見滋樹,倉沢卓也,門 政男,西村浩一,佐藤公彦:
シンポジウム ｢気管支鏡の合併症および対策｣大量出血について.第 8回日本気管支学会総会 (60.5.30).
住友伸一,平田敏樹,吉谷 信,三宅正幸,山崎文郎,五十部潤,池 修,中村達雄,千原幸司,青木 稔,
光岡明夫,田村康一,和田洋己,伊藤元彦,人見滋樹,門 政男,渡部 智 :胸膜肺全削除術を行ったメゾテリ
オ-マの1例.第44回日本肺癌学会関西支部会 (61.2.8).
伊藤 剛,金岡正樹,小原安喜子,北市正則,浅本 仁,古田睦広 :癌性 リンパ管症.第74回日本病理学会総
会 (60.4.17).
古田睦広,伊藤 剛,浅本 仁,小原安喜子,北市正則,金岡正樹,尾崎元昭 :Amnioticband syndrome
(AIiS)の1剖検例.第74回日本病理学会総会 (60.4.17).
久保嘉郎,石田 直,村山尚子,桐谷良一,山本孝吉,西山秀樹,倉沢卓也,久世文事,北市正則,小笹晃太
郎 :移動する浸潤影を呈した bronchiolitisobliteransの1例.第116回日本内科学会近畿地方会 (60.6.22).
小野寺秀記,小林 裕,赤荻照章,迫 雅美,林 英夫,藤田洋一,小関忠尚,北市正則,泉 孝英 :びまん
性過誤腫性肺脈管筋腫症 (HAM)の1例.第25回日本胸部疾患学会近畿地方会 (60.6.29).
藤本虞次,青野千鶴,北市正則,泉 孝英 :胸部 ⅩP上,過膨張所見を示し,進行性の湿性咳轍,呼吸困難を
呈た1例.第29回びまん性肺疾患研究会 (60.7.13).
久保嘉朗,岡崎美樹,加藤元一,桜井信男,村山尚子,桐谷良一,山本孝吉,西山秀樹,川合 活,久世文章,












大島駿作 (司会),木村郁郎,近藤有好,佐川弥之助,福地義之助 :座談会 ｢間質性肺炎｣.呼吸,4(7):751
-764,1985.
大島駿作 :環境と呼吸器疾患.呼吸,4(ll):1297,1985.
泉 孝英 :特別講演 ｢BALの臨床的意義｣.第46回大阪呼吸器疾患談話会 (60.6.5).
泉 孝英,長井苑子 :間質性肺炎をめぐって.第5回東京呼吸器談話会 (60.7.ll).
昭和61.3 - 33-
泉 孝英 :中華人民共和国東北三省呼吸器科医師講習会 (渚陽).気管支肺胞洗浄 (1985.7.24,25),間質性肺
炎 (7.26),肺と免疫 (7.27).
泉 孝英 :結核を見逃さないために.遼寧省結核防疫医会 (1985.7.29.滴陽).
泉 孝英 :結核を見逃さないために.大連市第-結核医院 (1985.7.30).
泉 孝英 :実践講座 ｢私の処方｣慢性気道感染症･MedicalTribune1985.6.6.
泉 孝英 :｢診療のコツ｣サルコイ ドー シスと ACE.診療手帖 (89):42,1985.
泉 孝英 :びまん性汎細気管支炎の独立性をめぐって.東京都養育院付属病院内科カンファレンス (60.9.12).
泉 孝英 :Interstitiallungdiseases一第28回 AspenLungConference印象記-.呼吸,4(10):1289-1293,
1985.
泉 孝英 :慢性閉塞性肺疾患の診断と治療一特にびまん性汎細気管支炎を中心として-.呼吸器シリー ズ (そ
の7)-.第80回高岡市内科医会学術講演会 (60.10.24).
泉 孝英 :ひとこと ｢医学雑誌の乱立｣.内科,56(6):1052,1985.
泉 孝英 :一冊の本 ｢TheTragedyofBalticStates｣.medicina,22(ll):2097,1985.
泉 孝英 :論説 ｢医療費の適正化｣.日胸疾会誌,23(9):969-900,1985.






門 政男 :肺癌検診について.野田川町健康づくり推進協議会講演会 (60･6･3).













胸 部 外 科 学 部 門
〔学 会 発 表〕
｢シンポジウム ･特別講演〕
伊藤元彦 :教育セミナー ｢縦隔の画像診断｣司会,第4回日本臨床画像研究会 (60.1).
光岡明夫 :縦隔腫癌の画像診断- 手術所見との対比,とくに質的診断を中心に,第4回日本臨床医学研究会,







人見滋樹 :根治性と機能回復 ･温存を求める呼吸器外科,第137回近畿外科学会特別講演 (60.4).







人見滋樹 :フォーラム ｢肺移植-のアプローチ｣司会,第28回日本胸部外科学会関西地方会 (60.6).
和田洋己,李 民実,山崎文郎,青木 稔 :肺移植- フォーラム- 外科手技上の問題点,第28回日本胸部
外科学会関西地方会 (60.6).




伊藤元彦 :縦隔腫場の基礎と臨床- 胸腺関連腫癌を中心に,第38回日本胸部外科学会シンポジウム ｢呼吸器
疾患の外科と問題点｣(60.10).
外村聖- :医師の立場から,第23回日本保険医学会シンポジウム ｢成人病健診業務の問題点｣(60.10).
寺松 孝 :国立病院療養所の将来の展望,第40回国立病院療養所総合医学会シンポジウム8 (60.ll).
北野司久 :ヌードマウスを用いた制癌剤感受性試験,第26回日本肺癌学会総会シンポジウムⅢ｢肺癌細胞薬剤
感受性試験とその臨床応用｣(60.ll).
池田貞雄,塙 健,安田雄司,小解 党,宮本好博,二宮和子,畠中陸郎,松原義人,船津武志 :肺癌にお
ける拡大手術の意義- T3症例を中心にして,第26回日本肺癌学会総会 (60.ll).
源河圭一郎 :たばこと肺癌,第66回沖縄県医師会医学会総会シンポジウム (60. ).
〔学 会 発 表コ
1. 腫 蕩
人見滋樹 :肺癌治療における最近の トピックス,姫路医師会学術講演会 (60･1).
人見滋樹,李 民実,和田洋己 :開業医を主体とした肺癌検診のあり方,厚生省碇会議 (池田班)研究報告会
(60.2).






門 政男,西村浩一,北市正則,大島駿作,光岡明夫,江村正仁 :肺原発の hemangiopericytomaの-症例,
同上学会.
昭和61.3 - 35-
朝倉庄志,松井輝夫,藤尾 彰,北野司久,山本育由 :肺癌 Ⅹen0-graftを用いた制癌剤感受性テス ト,同上
学会.
松井輝夫,朝倉庄志,藤尾 彰,北野司久,奥村秀弘,井本 卓 :肋骨転移巣切除後に発見された腎癌の2症
例,同上学会.














神頭 徹,和洋 仁,千葉 渉,横見瀬裕保,玉田二郎 :癌性心膜炎に対する抗癌剤注入療法の評価,第85回
日本外科学会総会 (60.4).
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:パンコースト腫癌の外科治療,同上学会.
人見滋樹 :肺癌の拡大手術と機能温存,第119回静岡県西部地区胸部疾患研究会 (60.5).
岡田賢二,桑原正喜,小林 淳,他 1名 :Bronchorrheaによる低 Na血症をきたした肺胞上皮癌の1剖検例
とその啄疾分析,第8回日本気管支学会総会 (60.5).
李 英徹,中井 準,和田洋己,人見滋樹,他6名 :喉頭 ･気管乳頭腫症の1例,同上学会.
人見滋樹,和田洋己,李 民実,寺田忠之 :肺癌集団検診の検討,厚生省がん助成金による粧会議 (60.5).
人見滋樹 :肺癌のレントゲン診断,第 1回生野区医師会学術講演会 (60.5).
松原義人,池田貞雄 ･｢血中扇平上皮癌 (SSC)関連抗原の基礎と臨床｣- 特に子宮頚部扇平上皮癌及び肺扇
平上皮癌の臨床- 肺癌における SCC抗原,SCC 講演会 (60.5).
人見滋樹 :標準的肺癌手術と肺癌症例の胸部レントゲン読影,大阪市東区医師会学術講演会 (60.5).








宮崎之男,カレッド･レシャード,高橋 豊,中野 豊,梅宮正志,坂本益雄,乾 健二 :後縦隔や肺門部に
転移した MFH の1例,第47回日本胸部疾患学会東海地方会 (60.6).
高嶋義光,江崎 寛,武藤 真,長谷光雄 :肺小細胞癌の手術症例の検討,第19回日本肺癌学会北陸地方会
(60.6).














神頭 徹,和滞 仁,横鬼瀬裕保,玉田二郎 :心嚢内線維腫の1例,同上学会.







立花秀一,倉田昌彦,瀧 俊彦,竹田秋郎,室本 仁,田中豊子,鍵岡 均,高山康夫,水谷 哲,今井輝国,
昭和61.3 - 37-


















玉田二郎,和洋 仁,神頭 徹 :In瓜ammatory Pseudotumorの1例,第24回日本肺癌学会中国四国地方会
(60.7).
朝田完二,谷 憲治,中山 正,宮本信昭 :血胸で発見された肋骨原発と考えられる Ewing肉腫の1例,同
上学会.
鈴木 清,高橋 豊,梅宮正志,坂本益雄,糸井和美,乾 健二,カレッド･レシャード:NeuronSpeci丘c
Enolase(NSE),腫癌性および非腫癌性肺疾患との関連について,第46回中部肺癌学会 (60.7).
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人見滋樹 :肺癌の手術,日中友交学術講演会,津陽中国医科大学 (60.9).
松原義人 :肺ガンにおける腫療マーカーの現状と展望,第 2回関西医学セミナー (60.9).
高嶋義光,江崎 寛,武藤 真,長谷光雄,池田一雄,山岸利栄 :心筋梗塞に合併 した肺癌の1手術例,第39
回北陸医学会総会 (60.9).






池田貞雄,松原義人,桑原正喜 :肺癌における CA19-9 の組織内濃度と局在部位,第44回日本癌学会総会.











藤尾 彰,北野司久,辰巳明利,朝倉庄志,松井輝夫 :当院における縦隔膜療手術例の検討- とくに悪性腫
痔を中心として- ,同上学会.








桑原正喜,小林 淳,福瀬達郎 :胸椎体の変形を来 した肋骨発生骨外骨腫の一例,同上学会.






池本 純,立石昭三,他 :血疾を伴う右下肺野浸潤として発症した気管支嚢胞由来と考えられる大細胞癌の 1
例,同上学会.
呉 俊雄,室恒太郎,寺田泰二,松延政一,外村聖-,千原幸司 :SIDAH にデメクロサイクリンが有効だっ
た肺癌の2症例,同上学会.
室恒太郎,呉 俊雄,寺田泰二,松延政一,外村聖-,清水慶彦 :肺 Atypicalcarcinoidの1手術例,同上学
会.
昭和61.3 - 39-
呉 俊私 室恒太郎,松延政一,外村聖-,清水慶彦 :SIADH にデメクロサイクリンが有効であった肺癌の
2症例,第24回滋賀呼吸器疾患談話会 (60.ll).
室恒丸弧 呉 俊雄,寺田泰二,松延政一,外村聖-,清水慶彦 :肺 Atypicalcarcinoidの1手術例,同上学
会.
節原順一,西村浩一,松井祐佐公,門 政男,木野 稔也,泉 孝英,大島駿作,光岡明夫 :Endobronchial
hamartomaの1例,第26回近畿気管支鏡懇話会 (60.ll).
五十部潤,平田敏樹,吉谷 信,山崎文郎,三宅正幸,池 修,中村達雄,千原幸司,住友伸一,青木 稔,
光岡明夫,田村康一,和田洋己,伊藤元彦,人見滋樹 :気管支軟骨腫の1手術例,同上学会.
小林 淳,桑原正喜,福瀬達郎 :気管内腫癌に対する経気管支鏡的電気焼灼器具の試作と臨床応用,同上学会.







玉田二郎,和洋 仁,千葉 渉,神頭 徹,抗酸菌排菌のみられた肺癌症例の検討,同上学会.




カレッド･レシャード,乾 健二,糸井和美,中野 豊,高橋 豊,坂本益雄,鈴木 清 :原発性肺癌におけ
る腫場関連抗原,SCC-Agの臨床的意義,同上学会.
カレッド･レシャード,乾 健二,糸井和美,中野 豊,高橋 豊,坂本益雄,鈴木 清 :原発性肺癌に対す
る腺癌マーカーとしての NeuronSpeciBcEnolase(NSE)の臨床的意義.
二宮和子,池田貞雄,塙 健,安田雄司,宮本好博, 畠中陸郎,松原義人,船津武志 :肺癌患者における
CA19-9の検討,同上学会.
安光 勉,桑原正喜,他 8名 :原発性肺癌における合併切除例の検討,同上学会.
久場睦夫,仲宗根恵俊,宮城 茂,普久原 浩,大城盛夫,石川清司,国吉英行,赤崎 満,前里和夫,源河





源河童一郎,石川清司,国吉美行,前里和夫,赤崎 満,久場睦夫,宮城 茂,仲宗根恵俊,普久原 浩,大
城盛夫 :沖縄県における胃癌死亡と肺癌死亡の逆転とその背景,同上学会.
瀧 俊彦,立花秀一,竹田秋郎,倉田昌彦,三宅正幸,粛 金宝,光岡明夫,伊藤元彦,人見滋樹 :術前化学
療法を行った肺小細胞癌の組織学検討,同上学会.
倉田昌彦,瀧 俊彦,竹田秋郎,立花秀一,宝木 仁,久保勝彦,陳 和夫 :肺癌患者におけるCarbohydrate
Antigen19-9(CA19-9)の臨床的検討,同上学会.
安光 勉,古武弥宏,中野 昇,中原数也,桑原 修,桑原正喜,倉田昌彦,土井 修,森 隆,沢村献児
:原発性肺癌における合併切除例の検討,同上学会.
土井 修,児玉 憲,黒川英司,安光 勉,桑原 修,桑原正喜,倉田昌彦,中原数也,森 隆,沢村献児
:中葉原発肺癌の手術予後について,同上学会.
倉田昌彦,建石龍平,山本 暁,森野英男,沢村献児,森 隆,土井 修,児玉 憲,安光 勉,桑原 修,
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松永和彦,カレッド･レシャード,中野 豊,高橋 豊,坂本益雄,糸井和美,乾 健二 :当院における肺癌
症例の検討,同上学会.
中野 豊,松永和彦,カレッド･レシャード,高橋 豊,坂本益雄,糸井和美,乾 健二 :化学療法が有効で
あった肺癌の脳転移例について,同上学会.






桑原正喜,小林 淳,岡田賢二 :Anewdiagnosticprocedureforanteriormediastinaltumor Transsternal
punchbiopsy ,同上学会.
人見滋樹,和田洋己,李 民実,寺乱忠之 :早期肺癌症例の検討,厚生省がん研究斑班会議 (60.ll).


















英敏,真書志金造,城間 寛 :同時に切除した肺 ･胆嚢重複癌の1例,第25回日本肺癌学会九州地方会,福岡,
1985.
2. 胸腺 ･免疫
光岡明夫,伊藤元彦,細野正道,米津智徳,河野篤子,馬場満男,竹田俊男 :SAM の免疫応答 ;invivoで
の解析,第 2回老化促進モデルマウス (SAM)研究協議会 (60.3).
岡田貿二,小林 淳,桑原正喜,人見舷樹,星野一正,五十部 潤,小林君美 :胸腺腫の臨床病期 ･病理所見
と核 DNA解析,第25回日本胸部疾患学会総会 (60.4).
光岡明夫,伊藤元彦,瀧 俊彦,三宅正幸,田村康一,和田洋己,人見滋樹 :胸腺 ･胸腺腫 リンパ球サブセッ
トの検討,同上学会.
和田洋己,三宅正幸,中村達雄,李 民実,住友伸一,光岡明夫,田村康一,瀧 俊彦,渡部 智,伊藤元彦,
昭和61.3 - 41-
人見滋樹 :重症筋無力症の胸腺摘除術- ステロイド大量併用の効果,同上学会.



















坂本益雄,カレッド･レシャード,乾 健二,中野 豊,梅宮正志 :粟粒結核の6例の検討,同上学会.









乾 健二,高橋 豊,梅宮正志,坂本益雄,カレッド･レシャード,中野 豊,利光 敵 :限局型肺アスペル
ギルス症切除例の検討,同上学会.
五十部潤,三宅正幸,山崎文郎,池 修,粛 金宝,住友伸一,千原幸司,中村達雄,青木 稔,光岡明夫,









高橋 豊,カレッド･レシャード,乾 健二,中野 豊,坂本益雄 :膿胸自験例の検討,同上学会.
和田洋己,山崎文郎,池 修,五十部潤,千原幸司,住友伸一,三宅正幸,中村達雄,青木 稔,光岡明夫,
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田村康一,渡部 智,伊藤元彦,人見滋樹 :膿胸の外科療法- 胸膜肺全摘除術を中心として,同上学会.
高橋 豊,カレッド･レシャード,乾 健二,中野 豊,坂本益雄 :結核性脊椎炎の1手術例,静岡県外科医
会第136回集談会 (60.ll).




松原義人,青木 稔,安田雄司,池 修,宮本好博,二宮和子,畠中陸郎,船津武志,池田貞雄 :人工気管
の実験的研究,第85回日本外科学会総会 (60.4).
玄 丞焦,大井重夫,筏 義人,中村達雄,渡部 智,清水慶彦 :癒着防止材としてのポリ乳酸,第14回医用
高分子シンポジウム (60.4).
林 寿郎,筏 義人,渡部 智,清水慶彦,中島章夫,中村達雄,人見滋樹 :親水性ポリアミノ酸膜の生体内
分解吸収性材料としての評価,同上学会.
林 寿郎,筏 義人,渡部 智,清水慶彦,中島章夫,中村達雄,人見滋樹 :合成ポリペプチド膜の生体分解
吸収性材料としての評価,第34回高分子学会年次大会 (60.5).
清水慶彦,渡部 智,平井圭一 :気管上皮の再生- 特にメッシュ補填の場合,第8回日本気管支学会総会
(60.5).
八木一之,安田雄司,池 修,青木 稔,宮本好博,松原義人,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,池 田貞
雄 :人工気管による気管 ･気管分岐部の再建,同上学会.
平井圭一,清水慶彦 :コラーゲン被覆人工気管の移植に伴う粘膜の再生,第41回日本電子顕微鏡学会 (60.6).





渡部 智,五十部潤,清水慶彦,田畑泰彦,筏 義人 :バイオリアクター用酵素含有マイクロカプセルの作製,
第23回日本人工臓器学会大会 (60.10).
中村達雄,水野 浩,田村康一,加藤弘文,人見滋樹,渡部 智,清水慶彦,K.Jamsbidi,玄 丞焦,筏 義
人 :ポリラクタイドの生体内分解に関する研究,同上学会.




松原義人,安田雄司,八木一之,塙 健,宮本好博,小鯖 覚,畠中陸郎,二宮和子,船津武志 ,池 田貞
雄 :人工気管の実験的研究,同上学会.
水野 浩,田村康一,人見滋樹,清水慶彦,寺松 孝,園元謙二,田中渥夫 :菌体固定化高分子材料による抗
生物質の生体内での産生(2),第7回日本バイオマテリアル学会大会 (60.ll).
中村達雄,池 修,五十部潤,田村康-,人見滋樹,筏 義人,玄 丞焦,K･Jamshidi,大井重夫,島本偉
志,渡部 智,清水慶彦 :生体内分解性高分子材料の分解と生体に及ぼす影響(4),同上学会.
中村達雄,人見滋樹,林 寿郎,筏 義人,渡部 智,清水慶彦 :合成ポリアミノ酸膜の生体内分解吸収材料
としての評価(2),同上学会.











上野陽一郎,篠崎 拓,島本光臣,lLJ崎文郎,河原崎茂孝,長谷川誠紀,田辺 一,有安哲哉,秋山文弥 :高
希釈体外循環における-バ リン濃度測定の意義,同上学会.
山崎文郎,篠崎 拓,島本光臣,上野陽一郎,河原崎茂孝,長谷川誠紀,田辺 一,有安哲哉,秋山文弥 :人
工透析中の慢性腎不全合併例に対する弁置換術2例の検討,同上学会.
島本光E,篠崎 拓,上野陽一郎,山崎文郎,河原崎茂孝,長谷川誠紀,田辺 一,有安哲哉,秋山文弥 :一
時的末稽バルーン閉塞と中枢側 permanentaorlicclampを同時併施する thromboexclusion 法,同上学会.
島本光臣,篠崎 拓,上野陽一郎,山崎文郎,河原崎茂孝,長谷川誠紀,田辺 -,有安哲哉,秋山文弥 :シ
ンポジウム補助循環 ･IABPの臨床 ･IAliPの臨床例9年間の成績検討,同上学会.
長谷川誠紀,秋山文弥 :肺閉栓症の1例,第9回静間輸血懇談会 (60.6).
河原崎茂孝,篠崎 拓,島本光臣,上野陽一一郎,長谷川誠紀,田辺 一,有安哲哉,秋山文弥 :鎖骨下動脈閉
塞症に対する両液宿動脈間バイパス6例の検討,第134回静岡県外科医全集読会.
田辺 一,篠崎 拓,島本光臣,上野陽一郎,河原崎茂孝,長谷川誠紀,有安哲哉,秋山文弥 :腹部大動脈癖
破裂,特に openrupture例の検討,同上学会.
河原崎茂孝,篠崎 拓,島本光臣,上野陽一一郎,長谷川誠紀,田辺 -,有安哲哉,秋LIJ文弥 :鎖骨下動脈閉
塞に対する両液嘗動脈間バイパス6例の検討,第28回日本胸部外科学会関西地方会 (60.6).
島本光臣,篠崎 拓,上野陽一郎,河原崎茂孝,長谷川誠紀,田辺 -,有安哲哉,秋山文弥 :解離性大動脈
輝に対する Thromboexclusion法の問題点,同上学会.
長谷川誠紀,篠崎 拓,島本光臣,上野陽一郎,河原崎茂孝,田辺 -,有安哲哉,秋山文弥 :左冠動脈 CABG
後 3年の経過にて右冠動脈狭窄及び AR を発症した大動脈炎症候群の1例,同上学会.
有安哲哉,篠崎 拓,島本光臣,上野陽一郎,河原崎茂孝,長谷川誠紀,田辺 一,秋山文弥 :体外循環残留
血の濃縮利用に関する検討,同上学会.




有安哲哉,篠崎 拓,島本光E,上野陽一郎,河原崎茂孝,長谷川誠紀,田辺 -,秋山文弥 :高齢者 Ebs-
tein奇形の1治験,第135回静岡県外科医全集談会 (60.9).
長谷川誠紀,篠崎 拓,島本光臣,上野陽一郎,河原崎茂孝,田辺 一,有安哲哉,秋山文弥 :冠動脈療7例
の外科的検討,同上学会.
秋山文弥,篠崎 拓,島本光臣,上野陽一郎,河原崎茂孝,長谷川誠紀,田辺 -,有安哲哉 ･特発性肥厚性
大動脈弁下狭窄症に対する経大動脈中隔心筋切除術- 手技上の工夫,第47回日本臨床外科医学会総会 (60.10).
島本光臣,篠崎 拓,上野陽一郎,河原崎茂孝,長谷川誠紀,田辺 -,有安暫乱 秋山文弥 ‥器械弁置換後
の緊急再弁置換術,同上学会.
島本光臣,篠崎 拓,上野陽一郎,河原崎茂孝,長谷川誠紀,田辺 一,有安哲哉,秋山文弥 :腎不全を伴っ
た弁膜症の外科治療 (血液透析及び限外濠過を用いた体外循環中の水分管理),第38回日本胸部外科学会総会(60.
10).
秋山文弥,篠崎 拓,島本光臣,上野陽一郎,河原崎茂孝,長谷川誠紀,田辺 一,有安哲哉 ‥僧帽弁後尖を
温存した Bj6rk-Shiley人工弁置換術,同上学会.
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島本光臣,篠崎 拓,上野陽一郎,河原崎茂孝,長谷川誠紀,田辺 一,有安哲哉,秋山文弥 :弓部解離性大
動脈膚に対する一時的末梢側バ ルーン閉塞同時併施 Thromboexclusion法,同上学会.
島本光臣,篠崎 拓,上野陽一郎,河原崎茂孝,長谷川誠紀,田辺 -,有安哲哉,秋山文弥 :Edstein奇形
の手術 心房化右室を縫縮しない大動脈非遮断下の三尖弁置換術,同上学会.





藤尾 彰,北野司久,朝倉庄志,鄭 台頭,楠原健嗣,小泉俊三 :気管 ･腕頚動脈療破裂の1救命例,第138
回近畿外科学会 (60.ll).





























呉 俊雄,寺田泰二,千原幸司,松延政一,外村聖一,清水慶彦 :8年間の経過中特異な胸部 Ⅹ-P像を呈し
た硬化性血管腫の1治験例,同上学会.
青木 稔,安田雄司,池 修,宮本好博,二宮和子,畠中陸郎,松原義人,船津武志,池田貞雄 :気管 ･気
管支軟化症の外科治療,第85回日本外科学会総会 (60.4).
昭和61.3 - 45-












梅宮正志,中野 豊,坂本益雄,高橋 豊,乾 健二,カレッド･レシャード:ウェジナー肉芽腫症の 1症例,
同上学会.
高橋 豊,カレッド･レシャード,乾 健二,中野 豊,坂本益雄 :SwanGanzカテーテルによる肺梗塞の
1切除例,同上学会.













田中豊子,水谷 哲,鍵問 均,室本 仁,倉田昌彦,瀧 俊彦,竹田秋郎,立花秀一 :肺動静脈癖の1症例,
同上学会.





小林 淳,岡田賢二,桑原正喜,他 2名 :新鮮凍結衆輸血後に発生した Noncardiogenicpul･edemaの一例,
同上学会.
桑原正喜,小林 淳,岡田賢二 :胸腔 ドレナージのための新しい器具の考案,同上学会.
田村康一,山崎文郎,三宅正幸,五十部潤,池 修,中村達雄,千原幸司,住友伸一,青木 稔,光岡明夫,
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田辺 一,篠崎 拓,島本光臣,上野陽一郎,河原崎茂孝,長谷川誠紀,有安哲哉,秋山文弥 :遷延性気道出
血を伴った Azygoslobebronchusの1例,同上学会.
安倍隆二,水野 浩,生嶋宏象 田村康一 :Ⅲ期肺癌症例に対し,enblock切除 (左肺動脈左主管支分節切除)
による気管支 ･肺動脈形成し5年生存の1症例,同上学会.
高橋 豊,カレッド･レシヤード,乾 健二,中野 豊,坂本益雄 :胸骨縦切開にて左肺全摘を要した有凄性
膿胸,同上学会.











和滞 仁,横見瀬裕保,神頭 徹,千葉 渉,玉田二郎 :非定型抗酸菌症を合併した肺葉内肺分画症の1例,
第20回日本胸部疾患学会中国四国地方会 (60.7).
神頭 徹,和洋 仁,横鬼瀬裕保,玉田二郎 :支配領域に肺炎をくりかえした気管 ･気管支の1手術例,同上
学会.
高橋 豊,カレッド･レシャード,乾 健二,中野 豊,坂本益雄 :肺硬化性血管腫の1例,第46回中部肺癌
学会 (60.7).













WITH CHRONIC RESPIRATORY FAILURE (CRF),ⅩV WorldCongressonDiseasesoftheChest,
Sydney(1985.8).
人見滋樹 :縦隔鏡検査,胸腔鏡検査,日中友交学術講演会,大連医院 (60.9).
坂本益雄,梅宮正志,中野 豊,高橋 豊,乾 健二,カレッド･レシャード:胸部Ⅹ線上,進行性のびまん
性陰影を呈した1症例,第9回びまん性肺疾患研究会 (60.9).
中野 豊,カレッド･レシャード,坂本益雄,高橋 豊,糸井和美,乾 健二 :当科における最近のマイコプ
ラズマ性肺炎症例の検討,第14回東海呼吸器感染症研究会 (60.9).
桑原正喜 :開業医の為の胸部レ線写真の読み方と考え方,第118回実地医家研究会 (60.9).




乾 健二,高橋 豊,中野 豊,坂本益雄,糸井和美,カレッド･レシャー ド:当院における両側開胸術症例
の検討,第135回静岡県外科医科集談会 (60.9).














千原幸司,寺田泰二,和田洋己,伊藤元彦,人見滋樹,呉 俊雄,松延政一,外村聖一,清水慶彦 :横隔膜 ･
胸郭運動よりみた胸部外科手術の評価 (第 2報) 換気機能の改善,温存の観点から ,同上学会.
山崎文郎,和田洋己,青木 稔,李 民実,人見滋樹 :自家肺移植の問題点,同上学会.
安田雄司,塙 健,八木一之,宮本好博,畠中陸郎,松原義人,二宮和子,船津武志,池田貞雄,青木 稔,
池 修 :気管軟化症の実験的研究,同上学会.
源河圭一郎,国吉真行,石川清司,前里知夫,赤崎 満,城間 寛 :肺内留弾摘出症例の検討,同上学会.
朝倉寛之,立石昭三 :東北タイ農村に於る疫学調査- 児歯の疫学調査,第44回衛生学会 (60･10).
畠中陸郎,塙 健,安田雄司,官本好博,松原義人,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :急性肺塞栓症の1例,
第56回日本結核病学会第26回日本胸部疾患学会近畿地方会 (60.ll).
安田雄司,塙 健,ノJ＼鯖 覚,宮本好博,松原義人,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :リポイド
肺炎の1例,同上学会.
横見瀬裕保,大頭信義,青田正樹,中山正吾 :両側巨大肺のう胞症の-手術例,同上学会.





江崎 寛,武藤 頁,長谷光雄,高嶋義光,大野暢宏 :両側同時開胸術により巨大ブラの治療経験,第32回日
本結核病学会第21回日本胸部疾患学会第6回日本気管支学会合同北陸地方会 (60.ll).
武藤 真,江崎 寛,長谷光雄,高嶋義光,大野暢宏,高田伸弘 :肺犬糸状虫症の一例,同上学会.
高嶋義光,江崎 寛,武藤 真,長谷光雄,大野暢宏 :肺分画症について,同上学会.
長谷光雄,江崎 寛,武藤 真,高嶋義光,大野暢宏 :気管支動脈塞栓術が有用であった2例,同上学会.
寺町政美,奥村典仁,岡田賢二,伊東政敏,井上律子,小林君美,吉見直己,高橋正宜 :肺硬化性血管腫の1
例,第48回日本胸部疾患学会東海地方会 (60.ll).
田辺 一,篠崎 拓,島本光臣,上野陽一郎,河原崎茂孝,長谷川誠糸己,有安哲哉 :遷延性気道出血を伴った
Azygoslobebronchusの1例,同上学会.
中野 豊,カレッド･レシャード,乾 健二,高橋 豊,糸井和美,坂本益雄 :マイコプラズマ性肺炎の臨床,
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同上学会.
高橋 豊,カレッド･レシャード,乾 健二,中野 豊,坂本益雄 :乳幼児膿胸の自験例,同上学会.
鈴木 清,高橋 豊,中野 豊,糸井和美,坂本益雄,乾 健二,カレッド･レシャード:胸水アデノシンデ
アミナーゼ (ADA)活性測定の臨床的意義,同上学会.














久場睦夫,仲宗根恵俊,宮城 茂,普久原浩,国吉真行,源河圭一郎,下地克任,金城 毅 :Swyer･James症
候群の1例,第20回日本胸部疾患学会九州地方会.









伊藤元彦 :リンパ球サブセットから見た胸腺腫,正岡昭編 ｢胸腺腫の機能｣,蟹書房 (1985.ll).




〔誌 上 発 表〕
1. 腫 瀦
土井 修,桑原正喜,倉田昌彦,他 6名 :肺扇平上皮癌,腺癌の術後再発様式,肺癌,25(3):33卜327,1985.





















三宅正幸,伊藤元彦,瀧 俊彦,光岡明夫,田村康一,和田洋己,人見滋樹 :縦隔原発の non-seminomatous
germ celtumorの治療法の検討,日本胸部外科学会雑誌,33(8):1142-1148,1985.
伊藤元彦,三宅正幸 :Intravascularbronchioloalveolartumor(ⅠVBAT),呼吸,4(7):765,1985.
正岡 昭,曽根修輔,伊勢 泰,西村 稜,門田康正,伊藤元彦 :縦隔腫疫,呼吸,4(ll):1319,1985.
陳 和夫,藤川 潤,高山康夫,久保勝彦,室本 仁,竹田秋郎,倉田昌彦,佐藤友信,久野健忘,佐川弥之
助 :肺癌患者における carbohydrateantigen 19-9 (CAI19-9)値の臨床的検討,呼吸,4(ll):1410-1415,
1985.
桑原 修,平田 保,早乙女一男,柳内 登,平井利加,西山祥行,小松彦太郎,平田正信,石渡弘一,秋山









NorioWaseda,YuzuruKatoandMasahikoKurata:PROGNOSTIC VALUE OFESTROGEN AND
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桑原正喜 :Roentgenologicalyoccultlungcancerの症例,第2回阪神呼吸器疾患勉強会収録集 :17-26,1985.




桑原正喜 :患者の立場で考える- 気配り- ,財団法人大阪から肺がんをなくす会会報,12:29,1985.
安田雄司,塙 健,池 修,八木一之,青木 稔,宮本好博,畠中陸郎,松原義人,二宮和子,船津武志,
池田貞雄,長谷川徹,鈴木捷之,横川智信 :肺癌組織中の TissuePolypeplideAntigen(TPA)と Carcinoem-
bryonicAntigen(CEA),TPA 研究会論文集 :72-78,1985.























4. 人 工 材 料
渡部 智,清水慶彦,中村達雄,人見滋樹,日野常稔 :医用合成高分子材料の Biolizationと抗菌活性の付与,
人工臓器14(2):85ト854,1985.
田村康一,中村達雄,水野 浩,岡田賢二,人見滋樹,清水慶彦,加藤弘文,日野常稔,城 靖,寺松 孝
:Polyviny alcohoトSilicacompositeの人工血管-の応用- 細小動脈置換例の開存率の検討,人工臓器,14:
89ト894,1985.













5. 心 ･血 管
河原崎茂孝,篠崎 拓,島本光臣,上野陽一郎,高橋憲太郎,山崎文郎,林 丘,長谷川誠紀,秋山文弥 :
BloodCardioplegia-の Diltiazem 追加効果に関する検討,日本心臓血管外科学雑誌,14(3):144,1985.
島本光臣,篠崎 拓,上野陽一郎,高橋憲太郎,山崎文郎,河原崎茂孝,林 丘,長谷川誠紀,秋山文弥 :
解離性大動脈癖に対する Thromboexclusion法の検討,日本心臓血管外科学会雑誌,14(5):257,1985.
篠崎 拓,島本光臣,上野陽一郎,高橋憲太郎,山崎文郎,河原崎茂孝,林 丘,長谷川誠紀,秋山文弥 :
三尖弁閉鎖不全と肺高血圧を中心に見たイ削岩弁狭窄症手術症例の予後,E]本心臓血管外科学会雑誌,14(6)･352,
1985.








薗 潤,庄村東洋,橋平 誠,荻野 均,福山 守,岡本交二,岡田行功,宮本 覚,西内 素,秦 紘,
立道 清,吉栖正之,他3名 :高年齢者不完全型 ECD の1治験例,胸部外科,38(1):62-66,1985.















光岡明夫,人見滋樹 :特集 ･外科臨床における画像診断の進歩,縦隔腫癌の CT診断,外科診療,27(9):85
-87,1985.






神頭 徹,岡崎俊郎,乾 健二,カレッド･レシャード,和田洋己,経気管支動脈投与法による 20/TIClシ
ンチグラフィ,臨床放射線,30(13):1529-1536,1985.


























病 理 学 部 門
1. 老化 ･結合組織研究グループ
〔学 会 発 表〕
樋口佳代子,字谷厚志,冨田由美子,松村敦子,樋口嘉一,河野篤子,松下 陸,米津智確,梅沢真樹子,細




俊男,松下 睦,芋谷厚志,吉岡秀幸 :老化促進モデルマウス (SAM)に関する実験的研究 ⅩⅤⅠⅠⅠ. 自然発症
腫疫について(1),第74回日本病理学会総会 (昭60.4).
杉山 博,秋山治彦,秋口一郎,松下 睦,禾津智徳,樋口嘉一,竹下修史,竹田俊男 :老化促進モデルマウ
ス (SAM)に関する実験的研究 ⅩⅠX. 中枢神経系の形態学的変化(1),第74回日本病理学会総会 (昭60.4).
樋口京-,米津智徳,小岸久美子,松村敦子,竹下修史,樋口佳代子,河野篤子,松下 睦,岩井昭一,竹田
俊男 :老化促進モデルマウス (SAM)に関する実験的研究 XX. マウス血清中老化アミロイド共通抗原性物質
(apoSASsAM)の生化学的特性,第74回日本病理学会総会 (昭60.4).
松下 睦,笠井隆一,奥村秀雄,山村隆夫,細川昌則,樋口京-,樋口佳代子,河野篤子,米津智徳,竹田俊
男 :老化促進モデルマウス (SAM)に関する実験的研究 ⅩXI.骨粗寿症を自然発症する SAMIP/6系の開発,
第74回日本病理学会 (昭60.4).
樋口嘉一,米津智徳,小岸久美子,松村敦子,竹下修史,樋口佳代子,河野篤子,細川昌則,竹田俊男,松下





































徳,竹田俊男 :老化促進モデルマウス (SAM)における骨の加齢変化,整形外科基礎科学 12:172-175(1985)･






















3. 臨 床 病 理
〔誌 上 発 表〕
倉滞卓也,村山尚子,西山秀樹,久世文事,渡辺 智,樋口加代子,竹田俊男,中島道郎 :肺Pseudolymphoma
の1例と本邦報告例の検討,京大胸部研紀要.18:60-71(1985).
細 胞 学 化 部 門
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波内俊三,熊谷俊一,佐野 統,井村裕夫,内山 卓,淀井淳司,岡本祐之,前田道之 :全身性エリテマ トー
デス (SLE)患者末楯血より樹立されたレトロウイルス産生株,第44回日本癌学会総会,昭和60年10月,東京.
前田道之,清水 章,生田宏一,岡本祐之,柏原万里, 内山 卓,本庶 佑,淀井淳司 :成人T細胞白血病
(ATL)に由来するT細胞株の起源 :ATLの段階的進展について,同上.
岡田雅文 ･笠原 忠,勅使河原計介,植村真弓,前田道之,MatsushimaXouji,淀井淳司 :ADF(ATL 由来
因子)はマクロファージ由来インターロイキン1とは異ったコスティミュレーク-である,同上.




多森繁善,掘 利行,馬止 裕,通堂 満,内山 卓,内野治人,淀井淳司,前田道之,服部俊夫 :ATL 細
胞における PHA 刺激による活性化初期反応 (細胞内 Ca+十の上昇)の巣常,同上.
佐野 銃,熊谷俊一,前田道之,淀井淳司,内山 卓,服部俊夫,高月 清,井村裕夫 :SLE 患者血清中の
HTLV-Ⅰ感染T細胞株細胞質抗体の検討第15回日本免疫学会総会,昭和60年12月,福岡市.
岡田雅文,多賀谷温,櫓村真弓,笠原 忠,満屋裕明,中村修二,下遠野忠邦,前田道之,内山 卓,淀井淳

























前田道之,清水 章,生田宏一,岡本祐之,柏原万里,内山 卓,本庶 佑,淀井淳司 :成人で細産白血病
(ATL)に由来するT細胞株の起源- T細胞抗原受容体遺伝子を用いたクローン解析-.Medicallmmunology
10:673-679(1985).
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細 菌 血 清 学 部 門
〔学 会 発 表〕
桂 義元,西川伸一,雨貝 孝 :T系幹細胞の検出と分離.第47回日本血液学会総会,昭60年 4月,東京.










桂 義元,喜納辰夫,高沖悠子,雨貝 孝,佐渡敏彦,西川伸一 :T細胞系幹細胞の限界希釈法による定量.
第15回日本免疫学会総会,昭60年12月,福岡.
細野正道,喜納辰夫,桂 義元 :MHC-クラスⅡ反応性胸腺細胞における新生仔免疫寛容誘導 :同系および異
系 H-2抗原による寛容誘導の比較.第15回日本免擾学会総会,昭60年12月,福岡.
西川伸一,菩納辰夫,雨貝 孝,桂 義元 :B細胞初期分化の研究 :抗 IgM アロタイプ抗体を用いた donor
B細胞の追跡.第15回日本免疫学会総会,昭60年12月,福岡.
喜納辰夫,西川伸一,雨貝 孝,桂 義元 :T細胞系幹細胞が濃縮された細胞群の分離とその証明.第15回日
本免疫学会総会,昭60年12月,福岡.
雨貝 孝,喜納辰夫,西川伸一,高沖悠子,今西二郎,桂 義元 :単一幹細胞に由来する胸腺細胞の機能分化.
第15回日本免疫学会総会,昭60年12月,福岡.
鍔田武志,西川伸一,桂 義元,熊谷俊一,井村裕夫 :正常マウスにおける DNA 反応性B細胞レパートア
-の検討.第15回日本免疫学会総会,昭60年12月,福岡.











臨 床 肺 生 理 学








































吉田 仁,安田隆三郎,李 泰興,島田一恵,福永隆文,他 :対側に巨大ブラを伴った自然気胸の一手術治験
例,第23回滋賀呼吸器疾患談話会,1985.6.
吉田 仁,李 泰興,安田隆三郎,他 :急性心筋梗塞後心室自由壁破裂で外科的に救命し得た1例,第28回日
本胸部外科学会関西地方会,1985.6.








渡田正二,吉田 仁,李 泰興,安田隆三郎 :術後管理に難渋した3症例の経験,第11回近畿心臓外科研究会,
1985.7.
陳 和夫 :肺癌症例における CA19-9の検討,第21回京大癌研究会,1985.7.
佐藤公彦 :肺小細胞癌における NSE測定の意義について,同上,1985.7.








































室本 仁,久保勝彦,陳 和夫 :肺癌患者における CarbohydrateAntigen19-9(CA19-9)の臨床的検討,同
上,1985.ll.





吉田 仁,李 泰興,安田隆三郎 :先天性気管支閉鎖症の一手術治験例,第138回近畿外科学会,1985.ll.
水本明良,市谷延雄,弘野慶次郎,坪井裕志 :自然気胸に対する胸腔内持続吸引中の低酸素血症について,罪
138回近畿外科学会,1985.ll.




安田隆三郎,李 泰興,吉田 仁,他 :腹部大動脈癖手術症例の検討,滋賀県外科医会,1985･11･
渡田正二,吉田 仁,李 泰興,安田隆三郎 :Hancock弁置換患者の再弁置換術の一例,第20回滋賀県循環
器疾患研究会,1985.ll.





安井浩明,高井克治 :インターフェロンの作用機構 :ヒトガンマインターフェロンによるインドー ルアミン酸
素添加酵素の誘導とその作用,同上,1985.12.











吉田 仁,李 泰興,安田隆三郎,島田一恵,福永隆文 :先天性気管支閉塞症の-手術例,1985.12.
福田正悟,鎌苅邦彦,土肥佳郎 :肺癌を疑い切除したブラ内アスペルギールス症の-治験例,同上,1985.12.




平井正志,大井元暗,栗山隆信,陳 和夫,久野健忘,佐川弥之助 :睡眠時における経皮 PC02 の変化,厚
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